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福祉だより
信州

社 会 福 祉 法 人  長 野 県 社 会 福 祉 協 議 会
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毎号福祉の現場で活躍する若手スタッフを
ご紹介します。

ちゃん

前
向
き
で
明
る
い
気
持
ち
を
大
切
に
、

み
ん
な
が
楽
し
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

社会福祉法人花工房福祉会
朝陽事業所
障がい者職業指導員

鈴木友里枝さん

人との関わりが好きで意慾があれば
どんな人にも向いている仕事

私は何もわからないところか
らこの仕事をスタートした分、
これからもっと福祉の専門知
識を付けていきたいと考えて
いますが、凝り固まった考え
ではなく、利用者さんを一人
の人間として見られたことは
よかったと思っています。大
切なのは人と関わるのが好き
なこととやる気です。そして、
福祉の仕事に興味がある人
には、ぜひ一度ボランティア
などで施設の雰囲気を体験
してみてほしいですね。

利用者含め「昼間の家族」のような
和気あいあいとした職場

さまざまな仕事が経験でき、
利用者に夢を与える魅力ある仕事

常に笑顔を心がけ、明るい気
持ちでお客様や利用者さん、ス
タッフとコミュニケーションを
取っています。そんなこの仕事
に向いているのは、前向きで優
しい気持ちを大切に、相手の立
場に立ってしっかり寄り添える
人。そして、すぐに結論を出す
のではなく、長い目で根気よく
仕事に向き合えることが大切
だと思っています。

塩入真由美さん
（生活支援員）

私は弟に重度の障がいがあり、
いつか皆さんに恩返しをしたい
気持ちで働き始めました。そん
なこの仕事は、営業や接客、製
造と福祉など多様な要素が詰
まっているやりがいがあり、利
用者さんには作業を通じて夢
を描いてもらえます。こうした
中で、私は少しでも調理師とし
ての専門知識を生かせたらと
思って働いています。

坂口淳子さん
（職業指導員）

須坂市出身。清泉女学院大学在学中、
就職活動に迷うなかで仲が良かった先
輩から勧められ、職場体験なども踏ま
えて、2011年、社会福祉法人花工房福
祉会入職。川中島事業所で5年間勤務
し、27人の利用者グループのグループ
長も3年間経験。2015年に現在の少
人数制の朝陽事業所に異動し、職員と
利用者のリーダー役として活躍中。

webでも
ご覧になれます

　
も
に
生
き
、と
も
に
暮
ら
す
」を
合

い
言
葉
に
、障
が
い
者
も
地
域
の
中

で
当
た
り
前
の
生
活
を
営
む
こ
と
を
応
援
し

て
い
る
長
野
市
の
花
工
房
福
祉
会
。そ
の
事

業
所
の
ひ
と
つ
と
し
て
、濃
厚
な
味
わ
い
の

「
お
た
っ
し
ゃ
豆
富
」の
販
売
や
、パ
ン
や
ク
ッ

キ
ー
の
移
動
販
売
、大
豆
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

す
る「
お
ま
め
喫
茶
そ
い
て
ぃ
」の
営
業
な
ど

を
行
う
朝
陽
事
業
所
で
働
く
の
が
、明
る
い

笑
顔
が
印
象
的
な
鈴
木
友
里
枝
さ
ん
で
す
。

　
鈴
木
さ
ん
の
入
職
の
き
っ
か
け
は
大
学
の

先
輩
の
紹
介
か
ら
。学
生
時
代
に
福
祉
を
専

門
に
勉
強
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
柔

軟
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。そ
の

働
き
ぶ
り
は
周
囲
か
ら「
前
向
き
で
元
気
で

頼
も
し
い
」と
評
判
。豆
富
の
売
上
が
思
わ

し
く
な
い
時
も
対
策
を
み
ん
な
で
考
え
、常

に
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
・鈴
木
さ
ん
に
後

押
し
さ
れ
る
よ
う
に
、事
業
所
全
体
に
明
る

い一
体
感
を
感
じ
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
は
利
用
者
さ
ん
が
意
欲
的
に
仕

事
が
で
き
る
よ
う
声
を
か
け
た
り
、ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
考
え
な
が
ら
豆
富
の
製
造
や
売
上

向
上
の
た
め
の
営
業
、喫
茶
の
接
客
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
経
験
で
き
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。そ
れ
に
利
用
者
さ
ん
は
一
人
ひ

と
り
得
意
不
得
意
や
で
き
る
こ
と
が
異
な
る

の
で
見
極
め
つ
つ
、ま
ず
は
や
っ
て
も
ら
う
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
こ
う
話
す
鈴
木
さ
ん
。実
際
、以
前
に
花

朝陽事業所に異動して2年目の鈴木さん。以前は長野市川中島にある本体の
事業所で花を育てたり他企業に出向く施設外就労などさまざまな経験を重
ね、そこで培ったものを現在の仕事にも生かしています。パンや豆腐の配達
販売は毎日実施。周辺企業や学校関係、公民館、福祉センターなどのほか、
定期的に豆腐を購入される個人宅にも配達にしています。

の
苗
を
植
え
る
仕
事
で
周
囲
か
ら
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
た
利
用
者
に
や
っ
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、出
来
栄
え
は
さ
て
お
き「
楽
し
い
」

と
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
だ
そ
う
。以
来
、ど
ん
な
作
業
も
ま

ず
は
試
し
て
も
ら
い
、難
し
け
れ
ば
分
担
し

な
が
ら
で
き
る
方
法
を
考
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
「
少
人
数
で
働
く
事
業
所
だ
か
ら
こ
そ
、

常
に
楽
し
く
仲
良
く
過
ご
せ
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。職
員
同
士
も
常
に
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
い
影
響
を
与
え
合
い
、チ
ー

ム
ワ
ー
ク
よ
く
働
け
る
の
が
楽
し
い
で
す
」

　
そ
の
弾
け
る
笑
顔
か
ら
、鈴
木
さ
ん
の
仕

事
の
や
り
が
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

﹁
と
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県
社
協
か
ら
の
イ
チ
オ
シ
情
報

　
現
在
、生
涯
未
婚
率
が
年
々
上
昇
し
て
い

ま
す
。
長
野
県
で
は
、
男
性
の
お
よ
そ
５
人

に
１
人
、女
性
の
お
よ
そ
７
人
に
１
人
が
生

涯
未
婚
で
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、「
結
婚

　　
一
方
で
、結
婚
相
談
事
業
に
お
い
て
は
、お
見

合
い
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
も
の
の
、

異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ

な
い
若
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、収

入
や
住
居
、職
業
な
ど
経
済
的
な
不
安
を
抱
え

て
い
る
相
談
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
社
協
の
結
婚
相
談
だ
か
ら
こ
そ
、必
要
に
応

じ
て
、生
活
相
談
機
能
も
活
用
し
な
が
ら
支
援

で
き
る
強
み
が
あ
り
ま
す
。

　
息
子
さ
ん
の
結
婚
の
相
談
に
親
が
訪
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
く
、こ
こ
か
ら
、社
会
と
の
接
点

が
少
な
い
独
身
男
性
の
存
在
を
把
握
し
た
例
も

あ
り
ま
す
。

　
「
な
ん
で
も
受
け
止
め
る
総
合
相
談
」を
目

指
す
社
協
と
し
て
は
、通
常
の
社
協
活
動
で
は

キ
ャ
ッ
チ
し
づ
ら
い
福
祉
課
題
を
把
握
す
る
、

重
要
な
事
業
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
結
婚
相
談
に
は
様
々
な
窓
口
が
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
、
市
町
村
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
相
談
窓
口
は
、「
公
共
性
が
高
く
安
心
感
が

あ
る
」「
無
料
、
又
は
低
額
で
利
用
で
き
る
」

「
な
に
か
と
理
由
を
つ
け
て
追
加
経
費
を
と

ら
れ
る
心
配
が
な
い
」な
ど
の
理
由
か
ら
人

気
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
意
外
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、県
内
36

社
協
、46・8
％
の
社
協
が
結
婚
相
談
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　
か
つ
て
は
、10
人
中
9
人
が
お
見
合
い
か
、

決
め
ら
れ
た
人
と
結
婚
し
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。核
家
族
化
、単
身
化
が
進
む
中「
世
話

焼
き
お
ば
さ
ん・お
じ
さ
ん
」の
よ
う
な
人
が

地
域
か
ら
い
な
く
な
り
、お
見
合
い
は
急
激

に
減
少
し
ま
し
た
。

　

社
協
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
世
話
焼
き

さ
ん
人
脈
も
駆
使
し
な
が
ら
、き
め
細
か
な

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い
て
、婚
活
支

援
は
、あ
る
意
味
で
最
大
の
地
域
支
援
と
も

言
え
る
の
で
す
。

若
者
の「
結
婚
離
れ
」と
は

～
な
ぜ
社
協
が
取
り
組
む
の
か
？
～

「
社
協
が
取
り
組
む
婚
活・縁
結
び
」

若
者
の
結
婚
離
れ
が
叫
ば
れ
、
婚
活
支
援
が
課
題
と
な
る
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
結
婚
相
談
事
業
に
も
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
社
協
が
結
婚
相
談
な
の
か
？
各
地
の
取
組
を
取
材
し
ま
し
た
。

1

な
ぜ「
結
婚
離
れ
」
？

2
出会いがない

結婚資金

会話
住居

市：実施状況　12/19

町：実施状況　11/23

村：実施状況　13/35

○市町村社協結婚相談事業
　実施状況・相談件数

離
れ
」が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。
結
婚

平
均
年
齢
も
男
女
と
も
に
40
年
前
か
ら
4
歳

以
上
も
上
昇
し
て
ま
す
。

　
一
方
で
、厚
生
労
働
省
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
、未
婚
者
の
９
割
近
く
の
方
は
結
婚
の

意
思
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。

　
結
婚
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、男
女
と
わ

ず「
適
当
な
相
手
に
め
ぐ
り
合
わ
な
い
」と

の
回
答
が
約
50
％
、
ま
た
、
男
性
に
つ
い
て

は
、「
結
婚
資
金
不
足
」（
約
30
％
）「
住
居
」（
約

7
％
）な
ど
の
生
活
課
題
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
雇
用
環
境
の
変
化
な
ど
、若
者
た
ち
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

社
協
が
取
り
組
む
結
婚
相
談

「
縁
結
び
」は

〝
最
大
〟の
地
域
支
援
！

様
々
な
生
活
課
題
を

受
け
止
め
る

345

須坂市社会福祉協議会 結婚相談所

「タイプじゃないけど・・・」
利用者のうちのとある女性が、自分の理想の好青年の男性を

さがしていたが、いろんな男性とあっていくうちに自分が面

接官になった気分だと思ったそうです。男性と会うと審査す

るようになっていました。しかし、最終的にその女性は、自

分の理想のタイプではない男性と結婚しました。決め手と

なったのは、自分のトリセツ（取扱い説明書）を知っている人と出会ったと思ったからだそうです。結婚

相談所をとおして本当に自分が心から安心できると思える相手を見つけることができ幸せいっぱいの笑

顔で話してくれたそうです。出会いを与えてくれた須坂市社協に大変感謝していたそうです。

相談員から一言

「本人のよさを引き出すこと」岡谷市社協では本人のよさを

どう引き出すか事をモットーに結婚相談事業を取り組んでい

る。岡谷市社協では、親御さんからの相談が多く、等の本人

は後ろ向きなことが少なくありません。男性は結婚相談につ

いて前向きになれるかが重要で、依然として女性登録者が少

ない中「女性に選んでもらう」位の気持ちを持ってもらうことが大事です。そのために一緒に将来のビジョ

ンを考えていくことから始めて、本人のよさを引く出すことに力をいれています。今後の結婚相談につい

て登録を増やすために、若い人達に社協というものを知ってもらうための PR 活動を多く取り組んでいき

たい。地域の登録者を増やすことが成功への近道です。

岡谷市社会福祉協議会 結婚相談所

「本人のよさを引き出すこと」

相談員から一言

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

社
会
福
祉
法
人 

須
坂
市
社
会
福
祉
協
議
会

〒382-0074 

長
野
県
須
坂
市
春
木
村476-1

TEL 026-214-2944　

FAX 026-246-0054

Ｅ-m
ail:tasukeai@

suzaka-shakyo.jp

イ
ベ
ン
ト
情
報

★
大
人
の
恋
活
コ
ン
★
七
夕
の
夜
に
素
敵
な
出
会
い
を

日
時
／
平
成
29
年
7
月
8
日(

土)

19
時
～
21
時
30
分

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
岡
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

TEL 0266-24-2121

（
担
当
：
中
村・伊
藤
）

結婚の意志がある人のうち

出展；厚生労働省
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円
1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

〈SJNK16-16921　2017.2.3 作成〉

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成29年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

◆ 29年度新設 看護師の賠償責任補償（プラン1-①オプション2）

〈SJNK16-16919 2017.2.3作成〉

 

公益事業の推進に向けて ～あんしん創造ねっと編～

改正社会福祉法に明記された、社会福祉法人による「公益的な取組み」の責務。県内有志社協による
「あんしん創造ねっと」の準備状況をレポートします。

元保証人等がいない場合に「入所を認めない」とした施設等は、

30.7% となっています。（※ 公財成年後見センター・リーガルサポー

ト、平成 26 年 10 月）

　福祉施設等の入所に係る「身元

保証」の課題は、成年後見関係団体

や社会福祉協議会、社会福祉法人

等幅広い支援関係者が切実に感じ

ている問題だと言えるでしょう。

　あんしん創造ねっと事務局では、

このような現場の声をお聴きしなが

ら、対応可能なサービスの開発につ

いて検討しています。

　介護支援専門員、専門職後見人、ケアマネージャー、弁護士、司法

書士等が参加した勉強会「アドボネット」では、高齢者支援に係る「身

元保証」の課題が相次いで報告されました。

　福祉施設等が求める「保証」の役割はケースによってばらつきがあ

ること。緊急連絡先として法人や成年後見人が認められないため「支

援に行き詰っているなど」切実な事例もありました。

　厚生労働省は、介護事業所等を監督する市町村に対して、このよ

うな不適切な取り扱いがないように指導の徹底を求めています。

　しかし、「病院・施設等における身元保証等に関する実態調査」（※）

によれば、契約書等で身元保証人をもとめている施設等は91.3%、身

「身元保証」に求められる役割を整理、
対応可能な “あんしんサービス” を検討

「相談者の身元保証人が確保できず、
福祉施設との入所契約が進んでいない。」

「身元保証人などがいないことはサービス提供を
拒否する正当な理由に当たらない」

権利擁護・成年後見勉強会
「あどぼねっと」（中島智文会
長）北信地域の福祉、法律の
専門職が月例勉強会等を実
施している。

W E B  I N F O R M A T I O N

　「福祉・介護べんり帖」が新しくなりました。身近な地域の生活支援サービス（住

民参加型在宅福祉サービス）を利用する際に、より詳しい状況を知ることができ

ます。情報は随時更新していきます。

　また新たに発行された『あなたの近くの住民参加型在宅福祉サービス～地域で

安心して暮らし続けるためのお互いさまの支え合い活動～』をホームページ上か

らダウンロードすることができます。

　各地域で行われている身近な住民参加型在宅福祉サービス（活動）の仕組みや

活動内容を紹介すると共に、県内で活動に取り組む団体「信州くらしの支えあい

ネットワーク」の一覧も掲載しています。

福祉・介護べんり帖
http://kaigo.nsyakyo.or.jp/modules/portalmap/

あなたの近くの住民参加型在宅福祉サービス
～地域で安心して暮らし続けるためのお互いさまの支え合い活動～
http://www.nsyakyo.or.jp/modules/vola_contents/
index2_1_3_p1087.html#p1087

連絡先／長野県社会福祉協議会地域福祉部 地域福祉グループ

・ 福祉・介護べんり帖をご利用ください。
・「あなたの近くの住民参加型在宅福祉サービス～地域で安心して暮らし続けるためのお互いさまの支え合い活動～」が
  ダウンロードできます。

未定

未定

webでも
ご覧になれます

webでも
ご覧になれます
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公募展『ザワメキアート展2016』で選ばれ
た作者の一人である。作者が通う風の工
房はメンバーそれぞれにアートブースが
ある。作者のそこには机があり、花瓶に活
けられた花があり、それを見ながら作者は
スケッチブックに花を描いていく。しかし
同時進行でまた別の花の絵も描いている。
作者のこだわりはなぜか常に持ち歩いて
いるサクラクレパス。背景や花をまずは四
角い面を作り、小さな面の中を配色を確認
するかのように何度かに分けて塗り込ん

でいく。塗り込むことで出るサクラクレパスのカスが、スケッチブックの開け閉めや制作
を繰り返すことで塗り込まれていくことで、モザイク状の色彩構成によって描かれている
花の絵に不思議な深みを生み出している。

今月の逸品

『無題』
依田 香（よだかおり）
1962年生　
上田市在住

公募展『ザワメキアート展2016』で選ばれ
た作者の一人である。作者が通う風の工
房はメンバーそれぞれにアートブースが
ある。作者のそこには机があり、花瓶に活
けられた花があり、それを見ながら作者は
スケッチブックに花を描いていく。しかし
同時進行でまた別の花の絵も描いている。
作者のこだわりはなぜか常に持ち歩いて
いるサクラクレパス。背景や花をまずは四
角い面を作り、小さな面の中を配色を確認
するかのように何度かに分けて塗り込ん

でいく。塗り込むことで出るサクラクレパスのカスが、スケッチブックの開け閉めや制作

私たち炭
たんぼう

房ゆるくらは、浅川の山で炭や薪
を生産しています。今回はこちら「苔玉」の
紹介です。これは日々活動している山で、苔

花工房福祉会 炭
たんぼう

房ゆるくら
〒388-8007長野市布施高田823-2
TEL/FAX 026-293-5183

長野県社会福祉協議会
総務企画部 総務グループ
TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130
E-mail soumu@nsyakyo.or.jp

● 改正個人情報保護法が施行されます。（平成29年5月30日施
行）。個人情報の取扱体制を整備していない法人・団体は、マ
ニュアル作成等の対応が必要です。詳しくは「個人情報保護
委員会」のホームページをご覧ください。

● ハピスポひろば2017
　日程／平成29年6月25日（土） 10：00～ 16：00
　会場／長野市ビッグハット（長野市）

● 社会福祉法人助成事業
　問い合わせ先／（社福）清水基金
　応募締切／平成29年7月31日（土）
　TEL／03-3273-3503
　URL／https://www.shimizu-kikin.or.jp/
　about_business/general/   

● 2017年度社会福祉事業  在宅で高齢者を介護する家族の交流
および研修資金助成 「研修会資金助成」

　問い合わせ先／（公財）損保ジャパン日本興亜福祉財団
　応募締切／平成29年7月5日（水）
　TEL／03-3349-9570
　URL／ http://sjnkwf.org/jyosei/kenkyukaisikin.html 

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へお寄せください。

～苔玉～暮らしに緑を
県社協からのお知らせ

新着助成金情報

「防災」でつながる、小学校・家庭・地域・大学・若者
～真島小学校の防災教育実践からみる地域づくり～

webでも
ご覧になれます

webでも
ご覧になれます

　長野市立真島小学校では、「自分のいのちやからだを主体的に守れる子ども」

を願い、当時同校に勤務していた降旗養護教諭を中心に、慶応大学の大木准教

授や学生の協力も得て平成26年度から防災教育に取り組んでいます。

　子どもたちは災害発生時の持ち出し品を入れた「防災ポーチ」の製作、地震に

遭遇した際に身を守る「だんごむしポーズ」の訓練、そして子どもたち自ら通学

路を歩き、危険個所の他、お気に入りの場所などを住宅地図に書き込む活動に

も取り組みました。

　今年2月には市、区長会、住民自治協議会などの協力により「だんごむし広場」

が開催され、300名を超える保護者や住民を前に、子どもたち自身がこれまでの

実践を発表しました。

　子どもたちの頑張る姿に触発され、多くの参加者が「みんなで真島を良くしよ

う」と元気づけられた様子でした。

団体名／長野市立真島小学校　TEL 026-284-2029　FAX 026-291-1488

子どもたちの取り組み発表に
耳を傾け目を凝らす地元の方

子どもたちがつくった
「家具固定グッズ」

解像度不足

を採りゆるくらの職人たちが１つ１つ丹精を込めて作っています。　


